
［問題］ 
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［解答］ 
実数 tを用いて、行列 Aは次のように表せる。 
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1− t( )x + 2y = 0
2x + 1− t( )y = 0
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この連立方程式が、 x = y = 0以外の解を持つ必要十分条件は、 
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(ⅰ) t = −1のとき、 
 ①に代入して、 x + y = 0  
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(ⅱ) t = 3のとき、 
 ①に代入して、−x + y = 0  
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(ⅰ)、(ⅱ)より、P = 1 1
−1 1

⎛
⎝⎜

⎞
⎠⎟

,  Q = −1 0
0 3

⎛
⎝⎜

⎞
⎠⎟
とおくと、 



  

     P−1AP =Q

P−1AP( )n =Qn

   P−1AnP = −1 0
0 3

⎛
⎝⎜

⎞
⎠⎟

n

              = −1( )n 0

0 3n

⎛

⎝
⎜
⎜

⎞

⎠
⎟
⎟

∴        An = P −1( )n 0

0 3n

⎛

⎝
⎜
⎜

⎞

⎠
⎟
⎟
P−1

              = 1 1
−1 1

⎛
⎝⎜

⎞
⎠⎟

−1( )n 0

0 3n

⎛

⎝
⎜
⎜

⎞

⎠
⎟
⎟
⋅ 1
1− −1( )

1 −1
1 1

⎛
⎝⎜

⎞
⎠⎟

              =
−1( )n 3n

−1⋅ −1( )n 3n

⎛

⎝
⎜
⎜

⎞

⎠
⎟
⎟
⋅ 1
2

1 −1
1 1

⎛
⎝⎜

⎞
⎠⎟

              = 1
2

3n + −1( )n 3n − −1( )n

3n − −1( )n 3n + −1( )n
⎛

⎝
⎜
⎜

⎞

⎠
⎟
⎟

 

 
 

［考え方］ 
一般に Anの求め方には、次のようなものがある。 
 Anの求め方 

〈1〉 A2,  A3,!を計算していき、帰納的に Anを類推し、数学的帰納法で 
  証明する。 

  〈2〉 Aの固有ベクトルを求め、 P−1AP( )n =Qnから求める。 

〈3〉 A = a −b
b a
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の場合は、回転行列 An = cosnθ −sinnθ
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  〈4〉 An =
an bn
cn dn
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とおき、 An+1 = A ⋅Anを使って、漸化式を作る。 

〈5〉整式 xnを x2 − a + d( )x + ad − bc( )で割った余りが px + qならば、 
  An = pA + qであることを利用する。 

この問題の場合は、〈1〉では想像がつかないので、〈2〉を利用する。特に、この問題のよ

うに、 A = 1 2
2 1

⎛
⎝⎜
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⎠⎟
という対称行列ならなおさらである。 

対称行列の固有ベクトルは、必ず 2個存在し、互いに直交するという性質を持っている。 
この問題の解法の手順をしっかり頭に叩き込むと、固有値問題は十分であるが、こういう



固有値問題は行列の核となるものであり、いろいろな形での出題があって、特に不動直線
の問題での出題が圧倒的に多い。 
 
 

［注意点］ 
場合分けのところでの、 x,  yの値の決定の仕方だが、条件式を満たす値なら何でもよい。
が、計算のしやすさを考えて、最も簡単な整数値にすればよい。 
また、この問題が文学部という文系で出題されていることに注意しなければならない。一
時、京都大学の文学部･経済学部が数 C を出題範囲に加えていた。そのとき、京都大学入
試担当は、出題意図を「論理的に考えれば解けて当然」という表現をしていた。それほど
論理的な分野で、しっかり理解しておかないと不動直線の問題が解けなくなってしまう。 
理解すべき順序を次に記しておく。 

①連立方程式
ax + by = 0
cx + dy = 0
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が x = y = 0以外の解をもつための必要十分条件は、
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c d
= 0  ⇔   ad − bc = 0  

  ↓ 
 ②逆行列の存在条件･不存在条件 
  ↓ 
 ③固有値問題 
  ↓ 
 ④不動直線問題 
 
 
 


